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Ⅰ．緒　言
　我が国クロスカントリー（C.C.）スキーの競技成績が
国際的に劣勢である。成績は体力とスキー技術・用具の
性能に依存する。後者は，凡そキック力が雪面に伝わる
効率の問題になり，グリップワックスを塗布してスリッ
プによるそのロス防止能を競っている。しかし，効率は
依然悪く誰もがキック力を活かせないレース範囲内でそ
の有効度を争っている。C.C.スキーではその発展過程で
特に山岳登行などの運動位相に海獣の毛皮をシール加工
し板滑走面に装着して後方スリップを抑止した。今日に
なお受け継がれている。C.C.スキーに於ける後方スリッ
プ抑止・制動はこのスキー技術の成否の鍵点であり，今
日ではワックスで気象の多様性に対応するがその選定判
断やワーキング技術は困難が極まっている１）。クロスカ
ントリーの競技スキーでも，市民の愛好スキーでも，前
方滑走性を担保する簡易且つ有効な気象万能型後方ス
リップ抑止・制動機構を要している。冬季スポーツを標
榜する北海道の重要な課題に位置づけられる。
　本研究は，鮫皮の薄地・軽量構造，軽装備性，鱗表面
性状の低乱流摩擦抵抗（滑走性），鱗機構のスパイク性
能と堅牢性に着眼して鮫肌の鱗構造をシールに活用し，
キック動作時にそのスパイク機能によるスリップ防止を
得て全キック力を推進に活かす走行を可能にして，以っ
て我が国のC.C.スキーイニシアチブ確立とスキー競技の
高水準化への寄与を試みる構想を持つ。
Ⅱ．研究方法
１．鮫鱗皮のグリップゾーン応用デザイン
　鮫鱗の配置構造から，その整流性状と反逆流性状によ
る前方滑走・後方制動の機能性に着眼し，鮫鱗皮のC.C.ス
キーのグリップゾーン化加工を進めている。その有効化
のために鮫鱗皮を加工処理し貼付けたグリップゾーンプ
ロトタイプを試作し，１）前方滑走性能，及び２）後方
制動性能の確認試験，３）鮫鱗・皮の対雪・氷面への摩
擦性劣化耐容試験，４）保湿・浸水時の対雪・氷面への
摩擦性劣化耐容試験，５）前方滑走性能向上処置とその
性能試験，６）耐劣化補償処置とその性能試験，の必要
性を先ず考えた。これらに，７）スキー実滑走試験が続
く手順が研究デザインとして組み立てられた。
２．鮫鱗皮のグリップゾーン化加工の試行
　鮫鱗皮になめし加工の処理を施し，C.C.スキー板滑走
面に貼付けて鮫鱗皮製グリップゾーンプロトタイプ試作
した。
１）生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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図１　鮫鱗皮シールのスキー板貼付プロトタイプ
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　道南に棲息する小型鮫を捕獲して剥皮の後「タンニン
なめし」及び「ウレタン塗布」等の処理を施してシール
加工した。そして市販のC.C.スキー板を整形してシール
を貼付けて鮫鱗皮製グリップゾーンプロトタイプを試作
した（図１）。
３．考案プロトタイプを擦動試験する装置の製作　
　考案プロトタイプの滑走性や制動性を定量試験するた
めに擦動装置を製作した。概要を図２に示す。写真奥に
設置される電動モータの回転端子にクランク軸を取り付
けて軸先端をエゾ松の角材に固定して擦動板とし，その
板を鮫鱗皮グリップゾーンプロトタイプ（350ｍｍLｘ
45mmW）上で前後方向に70cmの距離を往復擦動させ
る規格に設定した。擦動圧は図３に示す加圧装置を組み
立てて負荷した。
Ⅲ．結　果
　考案プロトタイプの擦動試験を試みた。擦動圧は擦動
板がスキー板のアーチベンド構造上を移動するのに際し
て15±５kg（範囲），擦動頻度は１cpsで負荷し，１，２，
及び３擦動時間目に滑走・制動・劣化を試験した。滑走
性では綿布帯をゾーンに置いて5kgを荷重し鱗配置の整
流方向に牽引してその摩擦力を計測した。３擦動時間ま
で初期値が維持された。制動性の計測では綿布帯をゾー
ンに置いて布面に鱗を喰い込ませ滑走性の計測とは逆方
向に牽引した。その耐牽引力で評価した。制動性では
擦動前および１擦動時間で80kg超，２擦動時間で80kg，
３擦動時間で52kgとなった。
Ⅳ．結　論
　鮫鱗皮製グリップゾーンデザインのC.C.スキーへの応
用可能性を認めた。
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図２　スキー滑走面の鮫鱗皮グリップゾーンの擦動装置
奥にモータ。ゾーン（鉄枠下）面を加圧角材が擦動する。
図３　擦動用摩擦の荷重装置（秤量計を間入設置）
